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今
回
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
川
島
美
智
子

　
自
治
協
力
団
体
代
表

・
松
永
好
市
　
　
・
田
口
猛

・
堀
江
健
二
郎
　
・
藤
原
彰

・
丸
山
辰
夫
　
　
・
大
岡
光
男

・
三
宅
昌
三

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人

・
嶋
田
す
み
子
　
・
大
塚
春
江

・
根
本
雅
子
　
　
・
駒
宮
千
代

・
小
出
晴
世
　
　
・
若
林
麗
子

　
社
会
福
祉
団
体
役
員
等

・
齋
藤
彰
　
　
　
・
早
川
康
代

・
峯
岸
久
子
　
　
・
大
塚
康
洋

　
健
康
長
寿
お
達
者
市
民

・
酒
巻
や
す
　
　
・
福
島
た
い

　
寄
附
個
人
・
団
体

・
臼
倉
幹
二

・
渡
辺
清
康

・
株
式
会
社
な
と
り

・
第
31
回
加
須
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会

・
加
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
社
会
福
祉
活
動
協
助
者
・
団
体

・
株
式
会
社
ト
ー
ハ
ン
ロ
ジ
テ
ム

　

平
成
25
年
2
月
16
日
㈯
、
パ
ス
ト
ラ
ル

か
ぞ
大
ホ
ー
ル
で
、
「
第
3
回
加
須
市
社

会
福
祉
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
加
須
市
で
地
域
福
祉

活
動
に
寄
与
さ
れ
た
団
体
や
個
人
、
加
須

市
社
協
に
多
額
の
浄
財
を
寄
せ
ら
れ
た
企

業
や
個
人
等
に
、
表
彰
状
、
感
謝
状
、
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　

来
賓
と
し
て
、
会
場
に
は
、
加
須
市
長

を
は
じ
め
、
加
須
市
議
会
議
長
、
衆
議
院

議
員
、
埼
玉
県
議
会
議
員
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
ま
た
招
待
者
と
し
て
、
市
内
各
団
体

の
役
員
、
特
別
会
員
の
皆
様
等
、
約
7
0

0
名
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　

式
典
終
了
後
に
は
、
落
語
家
・
三
笑
亭

夢
之
助
師
匠
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。 

　

今
回
の
講
演
テ
ー
マ
が
『
人
生
は
楽
し

く
面
白
く
』
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
健
康
な
人
生
を
送
る
秘
訣
を
笑

い
を
交
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
、
会
場

は
絶
え
ず
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
か
げ
で
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

第
３
回
加
須
市
社
会
福
祉
推
進
大
会

第
３
回
加
須
市
社
会
福
祉
推
進
大
会

第
３
回
加
須
市
社
会
福
祉
推
進
大
会

第
３
回
加
須
市
社
会
福
祉
推
進
大
会
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福
祉
団
体
の
代
表
や
地
域
福

祉
の
分
野
で
活
躍
中
の
方
々
の

横
顔
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
題

し
て「
福
祉
人
」。
2
回
目
は
、

加
須
市
地
区
保
護
司
会
会
長
の

石
出
貞
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

氏名・団体名（順不同・敬称略）
㈱十勝

受託者協議会
髙木　登美子

不動岡ボランティア
ラジオ体操　あさとも
埼玉土建騎西分会
高柳そば研究会
㈱なとり

加須リサイクル市場
加須市カトレアダンスクラブ

     ㈲小林京染店
（社福）共愛会

金額（円）及び数量
5,721
8,960
10,000
30,000
5,000
10,360
37,400
100,000
15,000
31,150
10,000
5,000

氏名・団体名（順不同・敬称略）
（社福）彩虹会
渡辺　清康

コンビニエンスストアコスモス南篠崎店
㈲根岸研磨
しずくの会

東埼玉バプテスト教会
全日本演歌倶楽部・彩
ポワールダンスクラブ

匿名　6件
NPO法人地域活動支援センター こすもす
第一生命労働組合熊谷支部

金額（円）及び数量
5,000
87,352
1,725
10,000
11,936
10,000
30,000
20,000
6,637

いなほの湯　回数券１１枚
未使用タオル50本 

　

住
職
と
し
て
仏
に
仕
え
な
が
ら
保

護
司
と
し
て
19
年
間
、
罪
を
犯
し
た

者
の
更
生
を
支
援
し
て
き
た
。
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
も
、変
わ
ら
ぬ「
思

い
」
を
抱
き
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、

支
援
対
象
者
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、

相
手
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

　

職
務
と
し
て
、
犯
罪
や
非
行
に
陥

っ
た
者
の
更
生
が
あ
る
。
保
護
観
察

中
の
者
に
、決
め
ら
れ
た
約
束
事（
遵

守
事
項
）
を
守
る
よ
う
指
導
し
、
生

活
相
談
や
就
職
支
援
を
通
じ
て
、
社

会
復
帰
に
繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
容
易
で

は
な
い
。
近
年
、
犯
罪
は
低
年
齢
化

し
、犯
罪
動
機
も
複
雑
化
し
て
い
る
。

凶
悪
犯
罪
に
対
す
る
罰
則
強
化
や
被

害
者
の
人
権
を
求
め
る
世
論
の
高
ま

り
も
あ
る
。

　

特
に
、
社
会
復
帰
を
図
る
上
で
困

難
を
極
め
る
の
が
、
「
就
職
」
だ
。

保
護
観
察
期
間
終
了
後
、
仕
事
に
就

こ
う
と
し
て
も
、
世
間
が
あ
た
た
か

く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。偏
見
の
目
で
見
ら
れ
る
中
、「
再

犯
」
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
も
あ

る
。

　

困
難
な
状
況
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

初
心
に
立
ち
返
り
、
「
思
い
」
を
貫

く
よ
う
に
し
て
い
る
。
「
学
ぶ
べ
き

も
の
が
な
い
人
は
い
な
い
」
と
い
う

信
念
で
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、

ま
た
刑
務
所
等
の
施
設
へ
視
察
に
行

き
犯
罪
の
「
今
」
を
知
る
こ
と
で
、

更
生
に
向
け
た
最
善
の
道
を
、
一
緒

に
考
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

更
生
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
者

を
見
守
り
、
理
解
す
る
地
域
づ
く
り

が
「
犯
罪
」
や
「
再
犯
」
を
防
ぐ
大

き
な
力
に
な
る
こ
と
も
実
感
し
て
い

る
。

　

柔
和
な
表
情
の
中
に
も
、
信
念
に

裏
打
ち
さ
れ
た
強
さ
が
伺
え
た
。

災害義援金にご協力ありがとうございました災害義援金にご協力ありがとうございました
平成25年2月20日現在

ご厚意ありがとうございましたご厚意ありがとうございました

義援金の合計額 32,665,154 738,853
東日本大震災義援金 双葉町への支援金

福祉人 加須市地区保護司会会長　

石出　貞雄さん（71歳）

社協一般寄附（平成24年11月21日～平成25年2月20日）

～同じ目線に立って、相手を知る～

（円）
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「
感
謝
の
集
い
」
を
副
題
と
し
て
開

催
さ
れ
た
記
念
大
会
。
開
会
・
閉
会
の

挨
拶
は
、
設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
現
在
も
あ
け
ぼ
の
園
を
利
用
さ
れ
て

い
る
横
山
さ
ん
と
加
藤
さ
ん
。　
　
　

　

大
橋
市
長
を
始
め
、
当
時
肢
体
不
自

由
児
者
父
母
の
会
会
長
と
し
て
福
祉
作

業
所
を
立
ち
上
げ
、
初
代
所
長
を
務
め

ら
れ
た
坂
本
豊
氏
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

当
時
の
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
御

苦
労
話
し
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
4
月
、
加
須
市
立
福
祉
作

業
所
あ
け
ぼ
の
園
が
久
下
の
地
区
に
開

所
し
て
か
ら
、
今
年
で
30
年
を
迎
え
ま

し
た
。
昭
和
56
年
の
「
国
際
障
が
い
者

年
」
を
記
念
し
て
計
画
さ
れ
、
当
時
は
、

北
埼
玉
地
区
で
初
め
て
の
福
祉
作
業
所

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

・『
卒
業
し
て
も
行
き
場
所
が
な
い
』

・『
何
と
か
働
く
場
所
を
』

・『
親
亡
き
後
の
生
活
の
保
障
は
』

　

障
が
い
者
に
生
き
が
い
と
働
く
喜
び

を
持
た
せ
、
自
立
し
た
社
会
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
親
の
願
い
が
小

さ
な
あ
け
ぼ
の
園
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
30
年
…
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
4
月
か
ら
障
が
い
者
総
合
支
援

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
政
権
交
代
の
あ

お
り
を
受
け
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

制
度
や
法
律
。
そ
う
し
た
中
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
の
人
間
と

し
て
社
会
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
日
が
き
っ
と
来
る
事
を
願
っ
て
、

合
い
言
葉
は
、
『
み
ん
な
が
主
役
、
ハ

ッ
ピ
ー
に
生
き
よ
う
！
』

パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ
小
ホ
ー
ル
に

　
　
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
1
月
19
日
㈯

あ
け
ぼ
の
園

30
周
年
記
念
大
会

日頃お世話になっている方々へ感謝状を
贈呈いたしました。

30年の歴史を振り返り設立当時の想いを語る
坂本　豊氏。

ゲスト菊地まさはるさんと利用者の共演で終幕
となりました。

◆あけぼの園の歩み◆
・昭和57年4月
　　加須市肢体不自由児者父母の会の運動により久
　下5丁目に加須市立福祉作業所あけぼの園を開設

・平成11年4月
　　加須市授産施設あけぼの園として現在の北小浜
　に移転

・平成23年4月
　　障害者自立支援法の下、加須市障害福祉サービ
　ス事業所あけぼの園に移行

【あけぼの園よくがんばった】
　　　　　　利用者　加藤敏行　（昭和57年入所）
　新しいあけぼの園に入って、仕事は陶芸・織物
バリ取りの内職・箱折り・自動販売機のジュース入
れ、暇があったらお店を出します。売ったお金はみ
んなの給料やボーナスに変わりました。
　今は前のあけぼの園より
庭や建物がとても何十倍も
広い。人間も18人から37人
ぐらいに増えた。仕事も大
きいです。みんな元気で頑
張っています。
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募金種別

金額（円）

戸別募金 街頭募金 学校募金 職域募金 個人大口・
法人募金

歳末たすけあい
募金

12,479,190 124,675 432,793 661,792 1,586,820 9,673,219

　大口募金（一般募金）　　※5,000円以上記載（順不同・敬称略）
【加須地域】
《10,000円》•福島小児科医院•（医）社団弘人会 中田病院•矢嶋医院•（医）藍生会 不動ヶ丘病院•神沼整形外科医院•
加藤こどもクリニック•塩崎歯科医院•いずみ寿司㈱•松永喜芳•松村二郎•㈱オートセンター田沼•㈱アプロンアパレ
ル•㈱シープランツ•（社福）さきたま会特別養護老人ホームみずほの里•北埼食肉センター事業協同組合•（医）福島病院
《5,000円》•不動岡保育園•松敬産業㈱•田島重次•松村医院•サイレキ建設工業㈱•商研機工㈱•松村歯科医院•新井
武揚•兼弥産業㈱北関東埼玉営業所•中田屋㈱加須工場•むさしの村㈱•㈱須賀・ヤマケイプレコン㈱•㈱横川興業•熊
倉孝夫•松村晃明•志多見保育園•川島倉蔵

【北川辺地域】
《10,000円》•㈱柿沼製作所•長谷歯科医院•都築鋼産㈱埼玉リサイクル工場•小室建設㈱•慈眼寺
《5,000円》•㈱長澤•㈲美登ハウジング•ほくさい農協北川辺支所•㈲かたやま•㈱サンケー技工•さいとうサラダ館•
セブンイレブン麦倉店

【大利根地域】
《100,000円以上》•㈱ワコム
《10,000円》•香栄興業株•㈱ＮＰカラープラザ•大洋印刷㈱•内田産業㈱•ニッタン㈱•ニッタン電子㈱•アイワイフ
ーズ㈱•㈱キャスティック•天田印刷加工㈱•池上金型工業㈱•タカラスタンダード㈱•武州運輸倉庫㈱•日本化学産業
㈱•城北工業㈱•高六商事㈱•ＮＧＫメテックス㈱•㈱ラスコ•富士ベッド工業㈱•㈲金屋自動車•㈱糸井建材店•籠宮
商店•吉備工業㈱•㈱塚本工務店•㈲協和金属工業所•㈱栗原造園•㈲大竹製作所•㈱阪東興業•金子商店•高澤商店•
西淨寺•㈲並木組•㈱大利根造園•加納商店•㈱米米倶楽部•小林医院•大都鉄工㈱•㈲鳥海清人商店•武蔵野環境㈱•
ほくさい農協大利根中央支店•善定寺•大杉歯科医院•㈲ウチダ•小林自動車整備工場•東耀寺•第一貨物㈱•岡本化学
工業㈱•丸山運輸倉庫㈱•金乗院
《5,000円》•大日本印刷㈱•京葉流通倉庫㈱•伊坂美術印刷㈱•東京金商㈱•矢口産業㈱•㈱ジーエーシー埼玉工場•㈱
エーディーケイ•アドコマットジャパン㈱•㈱アドバンテスト•光製薬㈱•ハイテクウッド販売㈱•㈱ライオンロジステ
イクス•㈱ロジメディカル•冨士印刷㈱•ピップ物流㈱北関東センター•㈲エネテックカワシマ•㈲大和建設工業•Ｄｏ
ｌｐｈｉｎ（美容）•田中電気産業㈱•林輪業•㈱インデ硝子•㈲三嶋建材•寿司割烹くろ川•㈱ペリカン大利根工場•渡
辺造園•㈱フジカ工業加須工場•飯塚製作所•大利根細間郵便局•㈲梅沢鉄工所•㈱大利根運輸•ローソン大利根道目店
•㈲小堀設備•清水港飼料㈱埼玉鶏卵センター•コーワ㈱・㈱育峯紙業•㈱もちや•㈱大西製作所•豊野郵便局•㈱サン
旅行センター•㈱大塚興業社•龍藏院•元和郵便局•大利根タクシー㈲•野中製麺所•㈲錦泉•埼玉ニチレキ㈱•㈲真中
製畳工場•㈲石井商店•㈲平和自動車工業•㈱中村製畳•蓮花院•㈱大塚建設•萩原歯科医院•㈲小林電気工事•㈲コヌ
マ工業・久保クリニック•きくや•サンコー㈱•福山製作所•田中園芸•高瀬自動車工業•島田商店•町永商会•トキタ
種苗㈱

　大口募金（歳末たすけあい募金）　　※5,000円以上記載（順不同・敬称略）
【加須地域】
《30,000円》•臼倉幹二　　　《20,000円》•野中英二
《10,000円》•福島小児科医院•（医）社団弘人会 中田病院•㈱オートセンター田沼•㈱アプロンアパレル•（社福）さきた
ま会特別養護老人ホームみずほの里•松村二郎•㈱シープランツ•北埼食肉センター事業協同組合
《5,000円》•川島達男•田島重次•松敬産業㈱•ヤマケイプレコン㈱•㈱横川興業•㈱須賀•むさしの村㈱•中田屋㈱加
須工場•松村医院•サイレキ建設工業㈱•商研機工㈱•長昌院•松村歯科医院•新井武揚•兼弥産業㈱北関東埼玉営業所
•熊倉孝夫•松村晃明•川島倉蔵

【騎西地域】
騎西地域では、社協会費（大口）として篤志家の皆様にご協力いただいております。

平成24年度赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の結果報告平成24年度赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の結果報告
皆様のご支援・ご協力、感謝いたします。
誠にありがとうございました。

総　額　24,958,489円

第11号 平成25年3月15日
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連
載
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
、
今
回
は
大
利
根

地
域
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
」
代
表
の
品
川
寛
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
本
誌
編
集
部
）

■
「
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
」
の
設

立
は
い
つ
頃

品
川　

昭
和
54
年
に
会
を
設
立
。
当
時
は
、

県
内
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
な
く
、
隣
の
県
へ
視
察
研
修
し
て
、

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

■
グ
ル
ー
プ
の
会
員
数
は

品
川　

設
立
当
初
は
、12
〜
13
名
で
し
た
が
、

現
在
は
、17
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容
は

品
川　

当
初
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
や
、
障
が
い
者
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
世

帯
等
の
方
々
に
、ラ
ン
チ
ジ
ャ
ー
を
使
用
し
、

温
食
の
手
作
り
弁
当
を
、
月
2
回
届
け
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
衛
生
面
か
ら
パ
ッ
ク

に
切
り
替
え
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
会
食
会
」
や
「
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
慰
安
の
旅
」
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
広
場
」

な
ど
の
社
協
事
業
に
も
協
力
参
加
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

■
お
弁
当
を
作
る
に
あ
た
り
、
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は

品
川　

私
が
栄
養
士
の
資
格
が
あ
り
ま
す
の

で
、
献
立
・
材
料
購
入
・
調
理
・
配
食
な
ど

す
べ
て
手
作
り
で
「
家
庭
の
味
」
を
届
け
て

い
ま
す
。
旬
の
食
材
を
生
か
し
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
・
彩
り
・
大
き
さ
・
硬
さ
な
ど
に
も

注
意
を
し
、味
も
薄
め
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
自
分
の
家
族
に
出
す
よ
う

な
食
事
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
今
ま
で
の
活
動
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は

品
川　

平
成
10
年
度
埼
玉
県
社
協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
海
外
派
遣
事
業
に
私
が
参
加
し
て
、

埼
玉
県
と
友
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ハ
イ
オ
州

へ
行
き
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

翌
11
年
に
指
導
者
の
方
々
が
来
県
。
埼
玉

県
社
協
か
ら
の
依
頼
で
、
旧
大
利
根
町
社
協

に
お
迎
え
を
し
て
、
交
流
会
を
持
ち
ま
し
た
。

和
食
の
手
料
理
で
お
も
て
な
し
を
し
、
餅
つ

き
等
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
の
で
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
す
。

■
日
ご
ろ
、
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は

品
川　

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
「
い
つ

も
お
い
し
い
よ
」
「
ど
う
や
っ
て
作
る
の
」

と
食
事
を
召
し
上
っ
て
下
さ
る
方
々
の
言
葉

で
す
。

　

高
齢
者
の
方
と
の
係
わ
り
が
深
い
た
め
に

悲
し
い
別
れ
も
あ
り
、
つ
ら
い
想
い
を
す
る

活
動
で
も
あ
り
ま
す
。
長
い
活
動
歴
で
す
の

で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

品
川　

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
長
い
時
間
が

経
ち
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
助
け
ら
れ
、
社

協
に
支
え
ら
れ
、
民
生
委
員
さ
ん
か
ら
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
が
世
代
交
代
を
し
た

り
、
若
い
方
々
が
新
た
に
参
加
し
て
活
性
化

し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
今
迄
同
様
、
事
故
な
く
、
何

事
も
な
く
、
み
ん
な
が
元
気
で
楽
し
く
自
然

体
で
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
無
理
な
く
、

そ
し
て
、
原
点
を
大
切
に
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て

下
さ
り
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ど
う
も
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
こ
ち
ら
こ
そ
、
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
『
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
』

　
　
　
　
　
品
川
寛
子
代
表
に
聞
く

　
　
〝
ス
パ
イ
ス
は
「
愛
」
〞

わ

が

街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平成25年3月15日 第11号
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《
1
日
目
》

《
2
日
目
》

◎
6
時
50
分　

加
須
市
出
発

◎
12
時
00
分　

新
地
町
到
着

◎
12
時
20
分　

活
動
開
始

　
　

・
食
事
作
り
開
始

　

16
時
00
分

　
　

・
盛
り
付
け
開
始

　

17
時
00
分

　
　

・
食
事
配
布
開
始

◎
19
時
40
分　

活
動
終
了

　
　
　
　
　
　

新
地
町
出
発

◎
20
時
40
分　

宿
泊
先
到
着

　
　
　
　
　
　

◎
9
時
00
分　

宿
泊
先
出
発

◎
10
時
00
分　

新
地
町
到
着

　
　

・
被
災
状
況
の
視
察

◎
11
時
10
分　

新
地
町
出
発

◎
17
時
20
分　

加
須
市
到
着

　

平
成
25
年
2
月
26
日
か
ら
27
日
の
一

泊
二
日
で
、
加
須
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
再
び
福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
を
訪

れ
、
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

「
第
10
号
加
須
市
社
協
だ
よ
り
」
に

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
い
、
市

内
・
市
外
か
ら
17
名
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
役

職
員
が
9
名
同
行
し
、
合
計
26
名
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

1
日
目
に
は
、
新
地
町
小
川
北
原
応

急
仮
設
住
宅
と
新
地
町
前
田
応
急
仮
設

住
宅
に
2
1
0
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

サ
ラ
ダ
、
ま
た
1
世
帯
に
1
パ
ッ
ク
の

苺
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
現
地
の
皆
さ

ま
は
寒
い
中
、
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
自
然

に
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
に
は
、
新
地
町
社
協
の
事
務

局
長
に
バ
ス
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、

3
月
11
日
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
現
在

の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら

約
2
年
が
経
ち
ま
す
が
、
未
だ
に
震
災

の
爪
痕
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

映
像
や
文
字
で
は
な
い
生
の
状
況
や
声

を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
の
は
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
会
で
は
今
年
度
2
回
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
新
地
町
の
方

々
や
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
市

内
・
市
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第２回福島県新地町被災地支援活動事業第２回福島県新地町被災地支援活動事業第２回福島県新地町被災地支援活動事業第２回福島県新地町被災地支援活動事業

現在の被災状況

盛り付け開始

サラダ作りカレー作り

配膳開始

新地町社協事務局長
による講話
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加須本所

騎西支所

北川辺支所

大利根支所

あけぼの園

TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX

0480－62－6451
0480－62－6546
0480－73－2341
0480－73－3516
0280－62－4000
0280－62－4766
0480－72－5069
0480－72－1716

〒347-0007
加須市下三俣307番地
〒347-0104
加須市根古屋633番地2
〒349-1201
加須市柳生50番地1
〒349-1133
加須市琴寄903番地

TEL
FAX

0480－63－2010
0480－63－0720

〒347-0011
加須市北小浜800番地1

　加須市社協では、ボランティア活動を行っている方々の活動中の事故によりケガをした場合やケガをさせたり、
他人の物を壊したことにより法律上の損害賠償責任を負わされた場合に補償するボランティア活動保険の加入手
続きを行っています。
　ボランティア活動保険の加入申込みをご希望の方は、各支所で取り扱っておりますので、お気軽にお問い合わ
せください。    
　　補償期間　　平成25年4月1日午前0時から平成26年3月31日午後12時まで
　　　　　　　　補償期間の中途で加入される場合も下記の保険料となります。
中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日午前0時から平成26年3月31日午後12時までとなります。

※対象にならないボランティア活動もありますので、ご注意下さい。

【募集要項】
時　　給：1,050円　　　資　　格：ホームヘルパー2級以上の資格及び普通自動車免許証を有している者
勤務時間：要相談　　　　必要書類：①資格証明書の写し　　②履歴書（様式不問）
年　　齢：60歳未満の方　　
お問合せ・申込み先：加須本所、騎西支所、北川辺支所

　　例えば・・・　掃除が大変になってきた。
　　　　　　　　　買い物にひとりで行けなくなった。
　　　　　　　　　調理ができなくなった。
　　　　　　　　　ひとりで入浴するのは不安。
　　　　　　　　　家族が介護で疲れてきた。

最寄のケアプランセンター又は
　　　ヘルパーステーションへ

お問合せ先：加須本所、騎西支所、北川辺支所

日常生活でお困りの方は、お気軽にご相談ください。

編集後記編集後記

社協連絡先一覧社協連絡先一覧

　未曾有の大震災から2年が経過しました。この2年間における被災者への支援を通じて、福島県双
葉町の皆様や新地町の皆様とふれあうことができました。
　「社協だより」は、社会福祉協議会のホットなニュースを熱いうちに皆様へお届けするのが目的で
すが、ときには2年前の3.11を振り返り、大震災を風化させないよう皆様に伝えていく役割があるこ
とを被災者とのふれあいの中で強く感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O記）

各講座、イベントの申込み、問
合せについては、土、日、祝日
を除いて、午前8時30分から午
後5時15分まで、右記のとおり
本所、各支所の窓口で受付いた
します。ご連絡をお待ちしてお
ります。

平成25年度ボランティア活動保険に加入できます！！平成25年度ボランティア活動保険に加入できます！！

登録ヘルパー募集（加須市社協ヘルパーステーション）登録ヘルパー募集（加須市社協ヘルパーステーション）

Aプラン

Bプラン

1,200万円

1,800万円

保険金の
種類 死亡

保険金
後遺障害
保険金
1,200万円
（限度額）
1,800万円
（限度額）

6,500円
（日額）
10,000円
（日額）

4,000円
（日額）
6,000円
（日額）

5億円
（限度額）
5億円

（限度額）

Ａ
300円
Ｂ
450円

天災Ａ
460円
天災Ｂ
690円

入院
保険金

手術
保険金

手術の
種類に
応じて

通院
保険金

賠償責任
保険金

基本
タイプ

天災
タイプ

賠償責任の
補償ケガの補償 年間保険料

資格を生かしてヘルパーの仕事をしてみませんか！

お 知 ら せ コ ー ナ ーお 知 ら せ コ ー ナ ー
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